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１. ２号機原子炉建屋オペフロ調査等の作業状況

西側壁
開口設置

原子炉建屋上部解体
作業計画・工程立案

２号機は燃料取り出しに向け、原子炉建屋の上部解体等を予定しており、7月2日か
ら7月18日かけて、遠隔ロボットによるオペフロ内の残置物を移動させずに実施可
能な範囲について線量や汚染状況、ダスト濃度等の調査を実施し、「残置物移動・
片付」及び「残置物移動・片付後調査」に支障がないことを確認。

8月2３日よりオペフロ全域を調査するにあたって弊害となる残置物等の片付け作業
を開始し、11月6日に完了。

原子炉建屋上部解体時の放射性物質飛散防止策の検討、設備設計及び作業計画の立
案を行うため、オペフロ全域の汚染状況及び設備状況調査を11月14日より開始。

オペフロ調査等

西側壁
開口後

オペフロ
調査

オペフロ内
残置物

移動・片付
後調査

オペフロ内
残置物

移動・片付

2018年6月完了 2018年7月完了 2018年11月完了 2018年11月14日開始
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2. オペフロ内残置物移動・片付後調査の計画

北 使用する遠隔無人重機・ロボット

BROKK400D
主な役割
・転倒防止対策用スロープ設置
・γカメラ撮影 等

主な役割
・表面／空間線量率測定、表面汚染測定
・調査助勢 等

Kobra（左）Packbot（右）

今回調査範囲（予定）

Survey Runner

主な役割
・３Ｄスキャン
・調査助勢 等

高所除染台車

主な役割
・表面／空間線量率測定
・表面汚染測定
・３Ｄスキャン 等

（高所部測定時使用）

（壁面・天井についても実施予定）

【目的】
２号機使用済燃料プール内の燃料取り出しに向け、今後原子炉建屋上部の解体等を計画してお
り、周辺環境や作業員に対する安全上のリスクが増加しないよう放射性物質の飛散防止策の徹
底、除染方法・遮へい・設置設備等の設計並びに作業計画の立案を目的として、オペフロ内の
床・壁面・天井部について線量測定、汚染状況及び設備の状態等について調査を行う。

主な調査内容は以下の通り
・表面/空間線量率測定 ・表面汚染測定 ・ダスト測定
・オペフロ内カメラ撮影 ・３Ｄスキャンによる寸法形状測定 ・γカメラ撮影
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3. オペフロ内残置物移動・片付後調査の実施状況

１１月１４日からオペフロ内γカメラ撮影を開始、引き続き、低所及び高所の線量測定
（表面、空間）、表面汚染測定、ダスト測定、３Dスキャンによる寸法形状測定を実施中。
オペフロ内調査は２月上旬まで継続して実施を予定。
調査の現場状況は以下の通り。
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①γカメラ撮影状況 ③３Dスキャンによる寸法形状測定状況②低所空間／表面線量率測定状況

④低所表面汚染測定状況 ⑤高所空間／表面線量率測定状況

BROKK400D

Kobra

Packbot Survey Runner

高所除染台車

Kobra
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空間線量率（γ線線量率※）の測定結果

4. 調査結果（速報）について ～空間線量率～
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スタットテンショナー

２号機使用済燃料取出しに向けて、オペフロ全体の線量分布や主要線源を把握するとともに、
ダスト飛散評価や遮へい設計等、今後の作業計画立案等に必要となる汚染密度分布を評価する
ため、空間線量率を測定した。

測定高さ：床面から1.5m高さ

線量分布：右図参照

主要線源：

ウェルプラグ上の線量率が高く、離れる
にしたがって線量が低くなる傾向があるた
め、主な線源はウェルプラグと推定。

2012年度の調査では、ウェルプラグ上で
880 mSv/hを確認しており、当時より空間
線量率が大幅に低下している状況。線量率
が低下している要因としては自然減衰のほ
か、建屋に流入した雨水の影響、残置物の
移動・片付実施による影響も要因の一つと
して推測される。

※1cm線量当量率
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2018年度

11月 12月 1月 2月 3月

オペフロ内
残置物

移動・片付
後調査

西側構台
設備点検

オペフロ内
残置物

移動・片付
（2回目）

１１月１４日よりオペフロ内残置物移動・片付後調査を開始し、２月上旬まで実施を予定。
2月中旬頃から2号西側構台設備（ダストモニタや換気設備）の点検を実施予定。
3月中旬頃からオペフロ残置物移動・片付（2回目）を実施予定。

5. 今後のオペフロ調査等の工程

オペフロ内残置物移動・片付後調査

準備作業 等

資機材片付 等

※作業進捗状況により、工程変更の可能性有。
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設備点検

準備作業 等

オペフロ内残置物移動・片付（2回目）
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以下、参考資料
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空間線量の測定結果：床面から約1.5m高さのγ線線量率※を測定

① 遠隔無人ロボット測定状況(天井カメラ撮影)

② 遠隔無人ロボット測定状況(ロボット撮影)

【参考1】西側壁開口後オペフロ調査結果について （１）空間線量率

ウエルプラグ近傍の線量率が高く、そこから離れるにしたがって線量が低くなる傾向があるため、
主な線源はウェルプラグと推定。（2012年度の調査でも、ウエルプラグ上で880mSv/ｈ、ウェ
ルプラグから離れると線量が下がる傾向を確認）

ウェルプラグ

SFP

× × ×

× × ×

×

×
×

× × ×

×× ×

×

15 21 37

22

13
13 59

13 18

15

19

31

21 20 22

22
22 26

10

×

N

調査エリア 測定箇所（mSv/h）

①

②

撮影方向

×

×

×

※: 1cm線量当量率測定日：2018.7
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2号オペフロの調査実績（γ線線量率※測定）
調査実施日：H２３.１１. ２（緑表記）

H２４. ２.２７（青表記）
H２４. ６.１３（赤表記）

調査内容 ：遠隔無人ロボットを用いた
オペフロ空間線量調査

使用ロボ ：Quince（測定高さ：1.1m）

【参考2】過去に実施した2号機オペフロ調査の状況

2号機R/B 5FL(オペフロ) 単位：ｍSv/h
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